
別府祖泉の潮位による湧出量

泉温の費化に就いて

川端 博

〔瓦〕 湧出量と潮位との相関

別府温泉の湧出量が別府間湖itと一夫的関係でザイじするととは l~[に訂加に研究されたと
、11

三ろである D 叉米町村三理事士はその者「統計数理」に於てi見出量と潮iJtとの相関係数と[
~2) 

てr= 0.09を'r;'fIIiされた。然るにその闘を見ると明かに車11純的に一弐的作1閲より外れてゐ

るのである。(2.!:12固)，¥文fC他の温泉についても嗣宥の閥係は必歩しも一歩く的ではないかも知

れぬと考へ，すべての資料i亡っき再検討を試みたc初出量一湖i止のグラフを作ろとほピ三

つの型が見られる。 第1園湧尚武一淑位問
'‘~.. ，:S~ /<I " ..~之常 ν 崎

(1.) 明らかに吠的関係をもつまI N..4・t:r.-:lt 0':> ....~.~~.-

もの¥0，4，::¥"o.:>:{ヘXo.365雨苛・のi労

的!窓l乙於て XoAは湧出量を oi) lfI 

fJ.r;ゐ〈らせて潮位に劃艦せしめる LEIち

と点の分散度が減じる。 Ctis1岡)
50 1印 lSCJ ‘R芝00

とれで用者聞に位相志のあるものもあるととカ，*1]った。 潮位

ぐlf) 雨者の闘係rlk紘が潮{立軸に凹で、あるもの， Xo.211， )io.31¥!， X，け'.:.7，Xo.11Gユ

とれらはrllJ紘が1F;に潮位軸l亡凹であるにとから観測の誤差ではないコ

(Hl) :.;リ.~:;'O ， :¥り.11)甘の如(i見出景の小な之方では潮位軸に凹，大なる方では凸の傾向が

みえる。(第 E闘)

以上により j見出 ~~:Ql潮位Hの科l闘は必や L も

ー弐的関係ではないので・般に

H-Ho= (Q_QO)" 

とゐいて宣言j数グラフより 11の他を決定すると表

の如くなるコ泌m量の捷化量が大きいほど 11の
官11は大きい傾向が見える

別府温泉を説明化して被腿地下水よりの湧出

( 47 ) 

湧出口 iTよりj測量l
番号 距離l後イヒ主主

11 

No.4 42m13~142j1Ef 1.001 1104m 

No.199 :J4 I 1_16 I l.J9 103 

No.21I(N) 30 5-14 1.41 G6 

No.220 !.!4 14-28 1.29 119 

No.235 84 11-19 1. 01) 73 

NO.319 :;0 1丑-10 ]. 1:; 3弓

. No.365 24け 3，....，7 O. 79 54 

No.427 91 

No.1165 1局 4-21! 1. 47 62 
ムー



#1闘を考へてみる。グラフから介

No.~20， No.:U!l， No.llG5 (第4岡)

i兎/"1:\量の捷{ヒ f1:1'~u~. 導管上昇・1ドの温泉7](.7)冷却度が護軍化するュとれがi.'J.i出温度鍵化の
(4) 

原因であるととについては資測もなされてゐる 3 従つで冷却度は初出量に逆比例する。又

第 2凪 i労 Hl-.m:-~7伺{立問(米岡理事土「統計数理」上り〉
一温泉の一ヶ月観測記録の調和l分

今，前越の園式法によった雨者。

凸をなすもの;.No.19:l，No.211(問，

(1)間者の羽l閥曲線が泉温軸11:

析によれば温泉は湧出量に劃し位
(1) 

.friの遅れを示した。

抵抗も可なりある。導管中心流速と眼力勾配 ~p はこさえ的関係でムp∞V2で曲線の 1t責きは

大休にーヨ史的相闘を示すも

Dmcyの法則に従ふとすればi見出量は略々水肱差lと比例し温泉水鵬は潮位に比例す

の法別の油ff1出来ない賢い範園に及んで・ゐると見られる。曲線が潮位軸に凹で・あるのは，
(3) 

Piefke が得てゐる砂居中の流速-~~t;lJグラフの曲線が底力軸D方に傾いてゐるのと一致

上の場合に一致してゐる。然しnと深さには余り闘係がないからとれも主たる原因ではな

の;Xo.4， No.::I65， No.4:J7， No.801 

るとみられるから湧出量ゎ鑓化は潮位の鑓化と比例する舎であるが，今の場合は既i乞Da句y

ばrllJ線Dむきは色々になるであらうが勾今の場合すべてが同じ傾可をもってゐるからとれ

;:J~ l1: i勇出導管の口俸は大体 4.~cll1であるが深度は深いものは百米以 J: もあってとの閣の

砂肢の見掛けの平均透水率が主主化ずるから一夫的関係の成立しない原因に在る。それなら

もし敷居から温泉水が供給されてゐるならば，潮汐による各庇の水肱の増加が異るとき

してゐる。ー弐的関係を保たないυは今の場合i~出導管近くで流速が大になるととによる

類すると弐の三つの型にお:る。

別1M思泉のiI'l:伎による湧出:fht泉湿の強化に就いて

(第.，岡)
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[BJ湧出量と温泉との相関

のではないかと考へられる。

は主たる原因ではなからう。
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別府温泉の潮位に kる湧出量り昆i震の務11::に就いて
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泉 ifflt
との内 Kり:J ~Oは i!J}l1 ~m:のtJ、さい部分

では泉jE輸に凹ひftJi1"]がある c

Clll )問者に殆んとり +fl閥均、~.!.られぬ

も の戸u. 'JlI (~)， Xり二;)1

との内 ~ ~r) は出iitか;:_， ~よく鑓{ヒが者:

しくないものである。 ぐりはi見出

量縫イr.が少いのでヌペ111I主!問';]1系がUJjか

にされぬものでは);r.'!乃i刊の曲線の

一部にるたる 3

~ ，'f l こ 5弓í];j;iÔる の はー;i'ふ-= jとれガ唱がな

i~ ~! 

の l~ 闘が二-つ或は三つに分れてゐろとと ，?山

いとと c};"u4 (第:;I組〉に於て雨者

fliJ I ノj、湘で・ 2時間あるととである =点机l主j:~: Hj -)仁を考慮1[.入れて画いた七のである ι とれ

らの原ft-;]は現在ではIりjかでないが，将来刀観測と相待って明かにしゃうと，也ふニ

との小文は竹って瀬野悶士が見北つけられたものを J 肘詳細に検討したもので，大分l際

温泉研究合む究川によったものである奇iを感謝する 3

( 4[1 ) 



別}I:fi毘泉の潮位による初出赴来i昆の望書化に就いで
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